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ダ イ オ キ シ ン 類 の 状 況 （ 環 境 調 査 ） 
 
１ 調査目的 
  ダイオキシン類対策特別措置法第２６条第１項（常時監視）の規定に基づき、市内の環境大気、水

質（底質を含む）及び土壌のダイオキシン類による汚染の状況を常時監視することを目的として実施

しました。 
 
２ 調査の種類及び実施状況 
環境大気 市内１地点において、季節ごとに年４回調査を実施。 
環境水質 市内２河川において、季節ごとに年４回調査を実施。 
河川底質 市内２河川において、夏季及び冬季の年２回調査を実施。 
環境土壌 市内の公園及び小学校周辺の土壌４箇所の調査を実施。 
地 下 水 市内１０kmメッシュ１６地点をローリング方式により、毎年２地点の調査を実施。 
発生源 
排出ガス 

市内１事業場において、廃棄物焼却炉１施設の調査を実施。 

発生源水質 市内１事業場において、１回の調査を実施。 
発生源周辺

土壌 
市内の廃棄物焼却炉を持つ事業場の内、２事業場周辺土壌の調査を実施。 

 
３ 結果一覧 
  全ての調査地点で、環境基準値以内でした。 
調査対象 調 査 地 点 測 定 結 果 環 境 基 準 平成 22年度全国平均 

環境大気 開成地区  0.011 
pg-TEQ/m3 

0.6 
pg-TEQ/m3 

0.032 pg-TEQ/m3 
（691地点） 

濃度範囲 0.0054～0.32 
pg-TEQ/m3 

環境水質 
逢瀬川  0.40  

pg-TEQ/L 1 pg-TEQ/L 

0.19 pg-TEQ/L 
（1,610地点） 

濃度範囲 0.010～2.1 
pg-TEQ/L 大滝根川 0.089  〃 

河川底質 
逢瀬川  0.38   

pg-TEQ/g 150 pg-TEQ/g 

7.0 pg-TEQ/g 
（1,328地点） 

濃度範囲 0.054～320 
pg-TEQ/g 大滝根川 1.9  〃 

環境土壌 

小山田小学校 0  pg-TEQ/g 

1,000 
pg-TEQ/g 

○一般環境把握調査 
2.1 pg-TEQ/g 
（702地点） 
濃度範囲 0～61 

 pg-TEQ/g  
○発生源周辺状況調査  

4.7 pg-TEQ/g 
（221地点） 
濃度範囲 0～94 

 pg-TEQ/g 
 

小原田小学校 0.039   〃 

安積第三小学校 0.051    〃 

芳山公園 3.2    〃 

発生源周辺土壌 

福島県 
県中家畜保健衛生所 5.1     〃 

富久山ｸﾘｰﾝセンター 1.5     〃 
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地下水 
熱海町地内  0.053 

pg-TEQ/L 
1 pg-TEQ/L 

0.049 pg-TEQ/L 
（586地点） 

濃度範囲 0.0098～0.44 
pg-TEQ/L 逢瀬町地内  0.055  〃 

 
              

            大気環境中のダイオキシン類濃度推移 
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調査地点：H10,H11年度 環境保全センター屋上 

H12年度から 開成山公園 

環境基準=0.6 

（pg-TEQ/m3） 

年度 


